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特別企画 過労死防止学会活動のこれまでとこれから 

【報告】 髙田好章  ［過労死防止学会第１０回大会 １日目 202４年 8月 31日午後］ 

 

『過労死防止学会誌』 これまで と これから 

  髙田好章 学会事務局・編集委員 

《報告要旨》 

〇『過労死防止学会誌』の、これまで 

◇『過労死防止学会誌』事始め： 創刊号発行：2020年度 

・報告要旨集から学会誌へ：事前から事後へ：第６回大会（2020年度） ５月開催から９月開催へ 

・ショッピングセンター駐車場で長い電話：  

構想が発展して実現へ： 大会報告集から学会誌発行へ  コロナ禍の決断  

・学会設立構想と学会誌： すでに学会の進むべき道が示されていた：「機関誌の定期発行」 

・急な対応： 常任幹事会が発行元に 

・第１部：特別シンポ・共通論題の報告者、分科会の報告予定者へ原稿依頼 

・第２部：特別シンポ・共通論題：当日報告・討論の録音を反訳、掲載 

・原稿集め： 原稿が届かない、何度も催促へ  １２月発行予定から３月発行へ 

・知遇の出版社の方からアドバイス： 毎号、貴重なご意見をいただく 

◇第２号発行 2021年度 

・編集委員会の準備と発足へ： 編集体制を模索 

◇第３号発行 2022年度 

・編集委員会の本格的活動へ：「編集委員会規程」を制定 

・提出原稿への編集委員会からの「校閲」を実施 

・発行の１年後にホームページで学会誌を公開 

◇第４号発行 2023年度 

・論考の「英文タイトル」を掲載 

〇『過労死防止学会誌』の、これから 

◇今後の課題 

・今後も会員からの投稿を増やしていく 

・「英文サマリー」の掲載 

・「査読」の実施：「編集委員会規程第２条」 査読体制づくりが必要 

・「過労死関係の文献情報、新聞記事・雑誌記事情報、過労死をめぐる年間動向」を掲載 

◇目指すべき目標 

・この学会誌を読めば過労死防止関連の概要が分かる、いつでも知りたい情報が掲載されている 

そのような冊子である、ということが、この学会誌が目標 

・この日本で、いや世界で、「過労死」をなくす運動への一助となること 

・学会の目標： この学会が必要なくなること 

※参考資料： 『過労死防止学会誌』第１号(2020年度)から第４号(2023年度)までの「編集後記」 
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